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１８６８（明治 １）年 

◆社会：明治維新。 

 

１８６９（明治 ２）年 

◆社会：開成学校授業開始(5/8)。ｽｴｽﾞ運河正式開通(11/17)。 

        ｱﾒﾘｶ大陸横断鉄道完成(5/18)。 

 

１８７０（明治 ３）年 

◆社会：初等教育法案、公立学校設置・私立学校への援助増額、 

ｲｷﾞﾘｽ議会通過(3/9)。 

◇ﾃﾆｽ ：(ﾃﾆｽﾎﾞｰﾙにｲﾝﾄﾞｺﾞﾑ使用。(ﾃﾆｽ技術百科S63刊)) 

 

１８７１（明治 ４）年 

◆社会：廃藩置県( / )を経て明治政府成立。ﾄﾞｲﾂ帝国成立(1/18)。 

 

１８７２（明治 ５）年 

◆社会：学制頒布(9/5)。 

 

１８７３（明治 ６）年 

◆社会：師範学校・付属小学校授業開始(4/ )。 

        第1国立銀行設立(6/1)。 

 

１８７４（明治 ７）年 

◆社会：東京警視庁を置き、内務省に所属(1/15)。 

◇ﾃﾆｽ ：英国ｳｨﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ少佐が、｢ﾛｰﾝﾃﾆｽ｣というｽﾎﾟｰﾂを 

特許申請、初めてﾛｰﾝﾃﾆｽを始める(2/23)。 

(ﾃﾆｽ技術百科S63刊) 

◆本   学：新島 襄－日本脱国以来10年を経て－帰国(11/ )。 

 

１８７５（明治 ８）年 

◆社会：東京気象台設立(6/1)。 

◇ﾃﾆｽ ：(裸ｺﾞﾑﾎﾞｰﾙにﾌｪﾙﾄを被せる。(ﾃﾆｽ技術百科S63刊)) 

ｳｨﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ(英国)により、ﾛｰﾝﾃﾆｽの統一規則が提案され、 

近代的ﾙｰﾙが制定(2/23)。 

ﾛｰﾝﾃﾆｽ、米国に伝える(5/24～5/27)。 

       ｽﾃｰﾄﾝ島(米)ｸﾘｹｯﾄ野球ｸﾗﾌﾞに最初のﾃﾆｽｺｰﾄ設置。 

◆本   学：新島 襄－同志社英学校創設(普通科･神学科) 

(薩摩藩邸跡)(11/29)。 

(創設期) 球投合戦(八重の発案、海老名先頭を切る) 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

 

１８７６（明治 ９）年 

◆社会：東京女子師範学校内に幼稚園を開設(最初の近代幼稚園)、 

16日保育開始(11/14)。 

札幌農学校開校(ｸﾗｰｸ博士)(8/14)。 

◇ﾃﾆｽ ：横浜外人居留地に、ﾃﾆｽを伝える( / )。 

◆本   学：同志社発展の基礎－熊本バンドの30名入学－(秋)。 

 

１８７７（明治１０）年 

◆社会：東京開成学校と東京医大が合併、東京大学となる(4/12)。 

◇ﾃﾆｽ ：第１回 全英ﾃﾆｽ選手権(ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ大会)始まる(7/9～)。 

 

１８７８（明治１１）年 

◆社会：郡区町村編制法を定める(7/22)。 

◇SPT ：明治政府 体育伝習所開設( / )。 

◇ﾃﾆｽ ：横浜の山手公園に外人女性専用のﾃﾆｽｺｰﾄ開設。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

◆本   学：ｱｰﾓｽﾄ大学卒医師兼体育指導者G.A.ﾘｰﾗﾝﾄﾞ来日(7/ )。 

『体操伝習所』の教官となりﾛｰﾝﾃﾆｽを紹介(通訳-坪井)。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

－日本人に適するｽﾎﾟｰﾂとして、ﾃﾆｽの指導を始める。 

ﾃﾆｽが体育として取り上げられた、日本で最初の学校と思われる。 

 

１８７９（明治１２）年 

◆社会：万国電信条約に加盟(1/29)。 

◇ﾃﾆｽ ：第1回ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞﾃﾆｽ選手権( / ～)。 

◆本   学：同志社第１回卒業式(6/12)。 

｢体操は放課後に球を打ち手雌雄を決することを除く外各生の 

任意に任すという｣(9/)。  『同志社視察之記』の女学校の項に、 

｢ｽﾀｰｸｳｴｿﾞﾙ又体操に用いる具を示す是ﾛｰﾝﾃﾆｽと称するものにて 

綱に張りて云 ｣々という、ﾛｰﾝﾃﾆｽの記述あり(9/  )。 

(京都府学務課同志社視察の記 第 3回 (百年史より)。 

写真(ﾃﾆｽﾗｹｯﾄを持つ女子生徒など)。) 

 

１８８０（明治１３）年 

◆社会：刑法・治罪法布告(7/17)。 

◇ﾃﾆｽ ：米国最初のｵｰﾌﾟﾝﾃﾆｽﾄｰﾅﾒﾝﾄ(ｽﾃｰﾄﾝ島)行う(9/ )。 

 

１８８１（明治１４）年 

◆社会：中学校教則大綱定める(7/29)。 

◇ﾃﾆｽ ：全米ﾃﾆｽ選手権(ﾆｭｳﾎﾟｰﾄ)始まる。 

       ﾄﾞｲﾂで初めてのﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ設置。 

 

１８８２（明治１５）年 

◆社会：人口3,670万人(1/1)。日本銀行条例定める(8/5)。 

  戒厳令定める(8/5)。徴発令定める(8/12)。 

 

１８８３（明治１６）年 

◆社会：叙勲条例定める(1/4)。大阪紡績会社(7/5)。 

◇ﾃﾆｽ ：ｽﾃｰﾄﾝ島(米)女性の為のﾃﾆｽﾄｰﾅﾒﾝﾄ開催(/)。 

 

１８８４（明治１７）年 

◆社会：地租条例定める(3/15)。 

◇ﾃﾆｽ ：全英ﾃﾆｽ選手権(ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ大会)(女子の部)始まる( / ～)。 

(日本文化交渉史4 S30発刊) 

◆本   学：『体操伝習所』は、高等師範学校に併合。 

－ﾃﾆｽのﾒｯｶとなり、卒業生が教員で赴任、3府42県に広がる。 

旗奪い合戦、水合戦(新島もする)を運動会ではじめる。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

 

１８８５（明治１８）年 

◆社会：第1回官的移民(ﾊﾜｲ向け)横浜出港(1/27)。 

       専売特許条例定める(4/18)。 

       第1回伊藤博文内閣(12/22) 

 

１８８６（明治１９）年 

◆社会：帝国大学令(3/2)、師範学校令・小学校令・中学校令(4/10)、 

各公布(学校制度の基礎が固まる)。 

◇ﾃﾆｽ ：ｼﾞｬﾝｾﾞﾋﾟｭ-ﾄ島(仏)に、ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ設立(4/30)。 

 

１８８７（明治２０）年 

◆社会：所得税法公布(3/23)実施(7/1)。 

◇ﾃﾆｽ ：ﾊﾝｾﾝ初の全米女子ﾃﾆｽﾁｬﾝﾋﾟｵﾝとなる( / )。 

 

１８８８（明治２１）年 

◆社会：市制・町村制・各公布(4/25)。 
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◇ﾃﾆｽ ：ﾛｰﾝﾃﾆｽ連盟設立(英国)(4/25)。 

◆本   学：同志社学院(神学部･普通学部･予備学部)と改制(6/ )。 

｢体操：凡て生徒は毎週4日間毎日1時間兵式体操若しくは,適宜 

の体操をなすべし｣とあり1学年から5学年迄必修。(新島全集) 

(同志社学院(予備学部･普通学部･神学部)規則(M21年6月改正)) 

  坪井玄道が高等師範生徒にﾃﾆｽ教授。 (明治文化史10 S30刊) 

 

１８８９（明治２２）年 

◆社会：大日本帝国憲法発布(2/11)。土地収用法公布(7/31). 

◆本   学：(神学校･普通学･予備学校)と改称( / )。 

ﾗｸﾞﾋﾞｰをﾊﾟﾚｯﾄ教授が伝授－(蹴球の時代)－( / )。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

 

１８９０（明治２３）年 

◆社会：府県制・郡制・各公布(5/17)。第1回総選挙(7/1)。 

◇ﾃﾆｽ：東京高等師範学校の要請で日本最初のｺﾞﾑ会社(三田土ｺﾞﾑ)  

ﾃﾆｽ用ｺﾞﾑﾎﾞｰﾙ－Ｍ印－の製造に成功し、軟球を開発。 

以降日本独自の軟球が普及。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ(ｽｴｰﾃﾞﾝ)ﾛｰﾝﾃﾆｽ連盟設立( / )。 

◆本   学：端艇競漕大会(疎水工事竣工と共に大津で 

M24. 4月 第１回 水上大運動会開催)(M23. / ～M24. / )。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

 

１８９１（明治２４）年 

◆社会：郡制(5/17)・府県制(7/1)施行開始。大津事件(5/11)。 

◇ﾃﾆｽ ：全仏ﾃﾆｽ選手権始まる。 

◆本   学：野球部創部(紫辰殿の東側の芝生で練習) 

(M24.  /  ～M25.  /  )。        (同志社50年史S 5/ 7刊) 

 

１８９２（明治２５）年 

◆社会：京都市営水力発電所開業(6/4)。 

◇ﾃﾆｽ ：東京ﾛｰﾝﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ開設(樺山愛輔ほかの尽力)( / )。 

◆本   学：｢体育 各学校において定規の体操科を置くの外 

各々自由の運動をナスの余地を残し十分の運動をなさしむ且つ 

毎土曜日1日を休み専ら体育のために遠足をなし山河を跋渉し 

英気を養はしむ｣。 当時の体育教員は谷口子金吾。 

(同志社各学校入学者心得(M25.6.1.改正)新島全集より) 

 

１８９３（明治２６）年 

◆社会：出版法・版権法公布(4/14)。 

 

１８９４（明治２７）年 

◆社会：日清戦争(8/1～)。 

 

１８９５（明治２８）年 

◆社会：平安遷都1100年(3/15)。日清講和条約調印(4/17)。 

 

１８９６（明治２９）年 

◆社会：移民保護法・河川法公布(4/8)。 

◇SPT：第1回 ｱﾃﾈ五輪(4/6～4/14)。 

◆本   学：普通学部が高等普通学部と中学校に分かれる。 

高等師範 対 高等商業－第１回庭球大会－( / )。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

 

１８９７（明治３０）年 

◆社会：貨幣法公布(金本位制の成立)(3/29)。森林法公布(4/12)。 

        京都帝國大学設立(東京帝國大学と改称)(6/22)。 

◆本   学：琵琶湖連合大競漕大会で慶応に勝。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：安部磯雄(中学教頭時代～M32)神学館東側ｺｰﾄでﾃﾆｽし、 

ｸﾗﾌﾞを組織し盛況(安部 94 年迄 4 年間米国ﾊｰﾄﾌｫｰﾄﾞ神学校留学

中庭球に熱中し学内4位にﾗﾝｸ)。しかし安部は東京専門学校 

(早稲田)へ移籍。その後停滞。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

             (同志社50年史(S5刊)安部磯雄の体育(秦)) 

 

１８９８（明治３１）年 

◆社会：戌戌政変(西太后実権握る)(9/21)。 

台湾公学校令公布(7/28)。 

 

１８９９（明治３２）年 

◆社会：北清戦争(義和団の乱)(3/ )。 

        実業学校令(2/7)､高等女学校令(2/8)､ 

        私立学校令(8/3)。 

◆本   学：琵琶湖連合大競漕大会で優勝。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

 

１９００（明治３３）年 

◆社会：日本楽器㈱(ﾔﾏﾊﾋﾟｱﾉ)を製造開始(3/ )。 

        電信法公布(政府掌握の明確化)(3/14)。 

◇SPT ：第2回 ﾊﾟﾘ五輪(7/14～7/22)。 

◇ﾃﾆｽ ：ﾃﾞﾋﾞｽｶｯﾌﾟ大会始まる。(英米対抗戦ﾃﾞﾋﾞｽ銀杯寄付)。 

       東京ﾛｰﾝﾃﾆｽ倶楽部設立( / )。 

 

１９０１（明治３４）年 

◆社会：第1回 ﾉｰﾍﾞﾙ賞(12/10)。 

◇ﾃﾆｽ ：慶応義塾庭球部創設( / )。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

 

１９０２（明治３５）年 

◆社会：日英同盟調印(1/30)。 

◇ﾃﾆｽ ：ﾄﾞｲﾂﾃﾆｽ連盟設立( / )。 

慶応対東京高師対抗戦(以降－早大、学習院参加) 

 

１９０３（明治３６）年 

◆社会：専門学校令公布(3/36)。 

◇SPT ：大ﾘｰｸﾞ第1回ﾜｰﾙﾄﾞｼﾘｰｽﾞ開幕(10/1～)。 

◆本   学：ﾛﾝﾊﾞｰﾄ教授 (同志社ｴｰﾙ)考案。 

(同志社50年史S5/ 7刊) 

 

１９０４（明治３７）年 

◆社会：日露戦争(2/4～)。 

◇SPT ：国際ｻｯｶｰ連盟発足(5/21)。 

       第3回 ｾﾝﾄﾙｲｽ五輪(8/29～9/20) 

◇ﾃﾆｽ ：ﾃﾞﾋﾞｽｶｯﾌﾟ大会にﾌﾗﾝｽ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ参加( / )。 

高等商業学校主催 京都府下各学校連合庭球大会開催(/)。 

最初の軟式庭球規則できる。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

◆本   学：専門学校令による神学校と専門学校に改制。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

 (運動部予算)端艇部･野球部･柔道部･銃剣部･庭球部･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ部･ 

(M37.10/   ) 15円  21.5円 21円 20円  4円  7円 

(同志社50年史S5刊) 

 

１９０５（明治３８）年 
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◆社会：日本海海戦(5/27)。 

◇ﾃﾆｽ ：全豪ﾃﾆｽ選手権始まる。 

◆本   学：同志社運動部規則制定。(同志社新聞3号－M38発刊) 

銃剣部･柔道部･ボート部･野球部･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ部･庭球部 

会員は教職員と各学校の学生。  (同志社新聞3号－M38発刊) 

役員－会長、副会長、幹事、監督、会計、部長、委員を置く。 

体育の為に利用する土曜日休業は通学生激増と体育利用激減に 

より廃止となる。(同志社50年史S 5/ 7 刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：◎【同志社大学庭球部－創 部 年－とする。】 

 

１９０６（明治３９）年 

◆社会：東北地方大飢饉(3/ )。鉄道国有法公布(3/31) 

◇SPT ：特別ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技記念大会(4/22～5/2 ｱﾃﾈ) 

◆本   学：相撲部創部.(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12刊) 

運動大会開催。(野球･庭球･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ･ボート) 

(同志社時報20号－M39/ 5発刊) 

彰栄館北運動場拡張工事完成－秋季大運動会開催(9/ ～10/ )。 

(同志社時報25号M39/10刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：庭球部大会(神学館横手運動場で開催)-参加80余名 

(会長丹羽校長、副会長宇野中佐、幹事後藤昇造、監督飯塚教師) 

紅白合戦で青年組、幼年組に分ける。〈同志社時報20号M39刊) 

庭球部対外試合－京都商業学校、染色学校に大勝 (6/ )。 

(同志社時報21号M39/ 6刊) 

庭球部-秋季大会-参加100名(10/ )(同志社時報25号M39/10刊) 

庭球部-対 真宗中学-惜敗(11/  )(同志社時報26号M39/11刊) 

庭球部-早稲田大学庭球部選手14名-関西遠征-本学訪問-宿泊 

-試験中につき試合せず(12/  )(同志社時報27号M39/12刊) 

 

１９０７（明治４０）年 

◆社会：国産自動車第1号『ﾀｸﾘｰ号』完成(4/ )。 

        山手線電車運転開始。高等女子次第に普及。 

       三田土ｺﾞﾑで、ｺﾞﾑ靴を初めて製造。労働争議急増。 

       文学における、自然主義論さかんになる。 

◇本学ﾃﾆｽ：庭球部-大阪連合 対 早稲田 (大阪中ノ島公園)観戦し

早稲田との対戦を帰する(1/  )。(同志社時報28号M40/1刊) 

庭球部(当時5箇所にｺｰﾄ)は西寮(親父組-相澤、内田先生等) 

対 北寮(子供組(中学)-周、薮下など)を開催するほど盛況(5/ )。 

                              (同志社時報33号M40/6刊) 

 

１９０８（明治４１）年 

◆社会：大阪市電運転開始(8/1)。 

◇SPT ：第4回 ﾛﾝﾄﾞﾝ五輪(7/13～7/25)。 

◇ﾃﾆｽ ：大毎主催-第1回全国中学庭球大会(浜寺)開催。 

この頃から｢世界を考えて軟式から硬式へ｣の声高まる。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：庭球部大会開催(同部一時休眠状態神学館東は 

人絶えたり)、しかし新監督を迎え隆盛の兆し。 

新進選手４名入部し対抗戦を企画(5/ )。 

(同志社時報44号M41/5 刊) 

庭球部6－5京都商業高校 勝つ(神学館東ｺｰﾄ) 

大将の玉井･明田組大活躍(6/ )。(同志社時報45号M41/6 刊) 

庭球部－岐阜中、東寺中、真宗中と対戦し、玉井･明田･河内･ 

片桐･西村･和田など活躍し、３勝する(10/ )。 

(同志社時報50号M41/12刊) 

 

１９０９（明治４２）年 

◆社会：鹿児島線(門司～鹿児島)全通(11/21)。 

◇ﾃﾆｽ ：神戸高商の清水善三、慶応の熊谷一弥-軟式で活躍(写真)。 

◇本学ﾃﾆｽ：同志社普通学校生徒の庭球ｽﾀｲﾙ写真残存(写真)。 

(会沢清五郎教師、明田重義、玉井辰三郎など)(M42～M43)。 

庭球部4－5花園学院 敗戦。(同志社時報59号M42/10刊) 

庭球部大会開催(新ｺｰﾄ)。学内参加百数十名。京都の各学校より 

選手招待。学内大会終了後各学校と対抗戦をし、染織、一中、 

師範に勝。花園、商業、医専、仏大、三高に負。 

(同志社時報60号M42/11刊) 

 

１９１０（明治４３）年 

◆社会：韓国併合に関する日韓条約調印(8/22)。 

◇本学ﾃﾆｽ：庭球部は名古屋に遠征。第八高等学校･愛知中学と 

対戦し(西村･明田組勝、和田･卜部組負)惜敗(5/28･29)。 

大阪遠征し大阪商業に大勝(6/5)。(同志社時報67号M43/6 刊) 

庭球部は市立第一商業に惜敗(11/)(同志社時報71号M43/11刊) 

庭球部は関学に大敗(観戦記者は今年は大商大に勝ったものの 

関学、花園、第一商業に敗退し、前途憂疎き記す)(12/ )。 

(同志社時報73号M44/1 刊) 

 

１９１１（明治４４）年 

◆社会：日本の人口5200万人。中国－辛亥革命勃発(10/10)。 

       大学高専卒業者の無就業増加。 

米国ﾌｫｰﾄﾞ自動車の大量生産開始。 

       この頃、ﾚｺｰﾄﾞ・蓄音機次第に普及。 

◇SPT ：大日本体育協会発足。ﾚﾙﾋ少佐新潟でｽｷｰ伝授。 

       ｱﾑﾝｾﾞﾝ南極点到達。 

◇ﾃﾆｽ ：第1回【全国高専庭球大会】(京都帝大)。 

◇本学ﾃﾆｽ： 

 

１９１２（明治４５・大正１）年  －明治天皇崩御(7/29)－ 

◆社会：ﾀｲﾀﾆｯｸ号太西洋で沈没(4/14)。 

       米価騰貴－下層民生活困窮。自動車登録台数521台。 

◇SPT ：第5回 ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ五輪(7/6～7/14)－日本初参加。 

◆本   学：専門学校令による同志社大学に改正。 

(同志社時報   号M45/  刊) 

大学発足に伴い大学野球部創部。 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

蹴球にﾗｸﾞﾋﾞｰ式を正式採用。(慶応、三高に次ぐ) 

(校友会同窓会報(創立60年記念誌)S12発刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：庭球部-明治大学遠征軍と対戦。 

夏季休暇中は明石で練習。(同志社時報   号M45/   刊) 

庭球部4－2花園学院に勝利(10/ )。(同志社時報92号T1/10刊) 

 

 


